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1 は じ め に

山形県のキユウリは、施設栽培と露地栽培を組み合わ

せ3月からH月の9ケ 月にわたり出荷されている。その中

で夏秋キュウリは、6月下旬～8月下旬の高温期の出荷に

おいて、果実の先端部が流通中に肥大する症状 (通称 :

フケ果)が、発生して問題となつている。農家の出荷段

階では正常な果実が流通中に先端部が肥大し、また高温

期の出荷で発生が多いことなどがわかっているが、原因

は不明である。この防止対策を講ずるためには、栽培・

流通時における発生要因を明らかにする必要がある。そ

こで、品種、収穫時期の影響、収穫後の貯蔵温度、予冷、

包装資材の影響について、」Aの協力を得ながら検討した。

2試 験 方 法

供試キュウリ果実は、場内で栽培されたものを用い、

特に記述しない場合の品種は `ほつきこう」P'と し、FG

フィルム製の袋に4本づつ入れて使用した。

肥大程度を3段階 (0:な し、1:わずかに肥大、2:明

らかに肥大)の指数で評価し、先端部肥大発生度を (Σ

指数 X果数/2× 全調査本数)X100と して算出した。

試験1:品種と収穫時期の影響

品種は `ほつきこうJP'`夏のめぐみ'`Vロ ード'`ク

ライマー1号 'を用いた。2002年 6月 下旬～8月 下旬まで

旬別に、任意の調査日に収穫した果実を入れたFGフ ィル

ム袋、各区2袋を用いた。25°Cで 96時間貯蔵後の先端部

肥大発生率を調査した。

試験2:収穫後の貯蔵温度の影響

2002年7月 19日の朝に収穫した果実を入れたFGフ ィル

ム袋各区 3袋を、25° C、 20℃、15°Cで 48,96,144時間貯

蔵後に先端部肥大を調査した。

試験3:予冷処理の影響

2002年 8月 4日 の朝に収穫した果実を入れた、FGフ ィル

ム袋を、出荷用ダンポール (20袋 /箱 )に入れて各区1箱

を10°C、 20°Cで 1日予冷した。対照として予冷なし区を

設定した。予冷後は27・Cで貯蔵し経時的に先端部の肥大

を調査した。

試験4:包装資材の影響

包装資材は、ガス透過性の異なる微細子Lポ リプロピレ

ン (Pl:ガス透過量小、P2:ガス透過量中、P3:ガ

ス透過量大)と慣行のFGフ ィルム (ポ リプロピレン、開

孔数8、 径5mの打抜き)を使用した。2002年 7月 7日朝に

収穫した果実を所定の袋 (4本 /袋)に入れ、各区3袋を2

5°Cで貯蔵し、経時的に先端部の肥大を調査した。

3 試験結果及び考察

試験1:品種と収穫時期の影響

先端部肥大発生率には品種間差はなかったが、収穫時

期による差が見られた (表 1)。 すなわち先端部肥大発生

率と収穫時の気温には5%水準で有意な正の相関が認め

られ、気温の高い時期に収穫すると発生率の高い傾向が

明らかであつた (図 1)。

試験2:収穫後の貯蔵温度の影響

貯蔵温度25・C区では、96時間後から、20℃区は144時

間後から先端部肥大が発生した。15°C区では144時間後

においても肥大発生は見られなかった (図 2)。

試験3:予冷処理の影響

予冷なし区では、貯蔵72時間後から先端部肥大が見ら

れた。一方、20℃、10°Cで 1日予冷した果実は、96時間
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後になってから先端部肥大が発生したが、10°C区で発生  4 ま と め

度が小さかつた (図 3)。 10°C区では27°Cに移した時、袋

内に結露が多く見られ、カビなどの発生の可能性がある   夏秋キユウリの高温期における果実先端部の肥大発生

と思われた。                      は、品種間差はなく、収穫時の気温が高いほど発生率が

試験4:包装資材の影響                 高くなる。また、収穫後の貯蔵温度が高いほど発生し、

先端部肥大は、血包装したPl～ 3区では見られなかっ  収穫した果実を、1日予冷もしくはMA(高C02,低 01)包

た。しかし、ガス透過量が小さいPl区では、袋内の嫌  装することで抑制できる。このことから、収穫時の高温

気状態が原因と見られるカビが基部に見られた。慣行フ  とその後の温彦条件、それにともなう呼吸量の増大が先

ィルム区では、貯蔵96時間後から先端部肥大発生が見ら  端部肥大症状を引き起こす要因と考えられ、夏季におい

れた (図 4)。                     ては、涼しい時間帯に収穫することや収穫後から流通中

までの温度管理を徹底する必要がある。

表 1 品種・収穫時期と貯蔵96時間後の果実先端部肥大発生率 (%)            ___
6月下旬 7月上旬 7月 中旬 7月下旬 8月上旬 8月 中旬 8月 下旬  品種別
(6/28) (7/4) (7/14) (7/24) (3/3) (8/12) (3/26) 発生率

ほっきこう」P   62.5   37.5   75.0   75.0   37.5   37.5   25.0   50.0
夏のめぐみ   62.5   37.5   75.0   75.0  50.0  50.0   12.5  51.8
Vロー ド 50.0     50.0      62.5      62.5     37.5     37.5      12.5     44.6
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図1 収穫時の気温 と25°C・ 96時 間
貯 蔵後 の 先端部肥 大発 生率
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0時間 24時間 48時間 72時間 96時 間 120時 F・5

予冷後27℃条件での貯蔵時間

図 3 予 冷 処 理 が 先 端 部 肥 大 に 及 ぼ す 影 響

*先 端 部肥 大 発 生度  (0:な し、1:わ ず か に肥 大 、2
(Σ 指 数 ×果 数 /2X全 調 査 本 数 )X100

貯蔵時間

貯 蔵 温 度 が 先 端 部 肥 大 に及 ぼ す 影 響

24時間 48時 間 72時間 96時間 120時間

25°C条件での貯蔵時間

図 4 包 装 資 材 が 先 端 部 肥 大 に 及 ぼ す 影 響
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クライマー 1号  50.0   50.0   75.0  87.5  37.5  50.0   12.5  51.8

48時間後  96時 間後
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